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第１章 地場産業における職人の後継者問題  
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所足らずとなってしまっているとのことだ。そして，出荷額をみても約 90 億円から約 33







             眼鏡・漆器・漆器の現況 
区分 年次 事業所数 
従業者数      出荷額等 
(人)     (万円) 
眼鏡  平成 12 800  6,611  9,773,487  
    13 746  6,792  8,810,501  
  14 (297) (5,439) (7,499,705) 
  15 640  5,846  7,052,316  
  16 (266) (5,008) (6,766,389) 
  17 601  5,596  6,798,664  
  18 (242) (4,720) (6,446,699) 
  19 (227) (4,854) (7,095,579) 
  20 531  5,308  7,613,559  
  21 (206) (4,083)  (5,890,060) 
  22 (199) (3,935) (5,260,700) 
繊維 平成 12  201  2,969  5,503,735  
    13 187  2,855  5,030,480  
  14 (98) (2,414) (4,519,167) 
  15 152  2,506  4,588,956  
  16 (81) (2,360) (4,403,696) 
  17 137  2,255  3,862,249  
  18 (76) (2,459) (4,750,397) 
  19 (70) (2,277) (5,025,714) 
  20 125  2,294  4,643,303  
  21 (64) (2,004) (3,576,294) 
  22 (56) (1,814) (3,936,980) 
漆器  平成 12 295  1,055  900,421  
    13 281  1,001  780,795  
  14 (68) (471) (539,938) 
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  15 250  821  593,002  
  16 (66) (440) (448,097) 
  17 246  815  542,891  
  18 (61) (456) (443,252) 
  19 (51) (379) (372,509) 
  20 232  740  473,710  
  21 (49) (386) (343,480) 
  22 (49) (391) (327,474) 
資料：http://www.city.sabae.fukui.jp/bin/007037-08-1.xls  



























  ・・カシュウー，ラッカー      食品衛生法で不可 
木地・・木製・・丸物（木をくりぬく） 
      ・・角物（木をはりあわせる） 
・・木粉形成品・・木粉と樹脂を混ぜて成形した物 


















































































































































 所在地  福井県鯖江市西袋町 















② 上塗り職人 林田邦敏 
 所在地  福井県鯖江市西袋町 





















③ 沈金職人 牧田和明  
 所在地  福井県鯖江市河和田町 








































④ 蒔絵職人 塚田孝一郎 
 所在地 福井県鯖江市西袋町 


















                 －2013年 8月実施のアンケート結果とその分析－ 
 
  １ 国等の後継者問題への取り組み －現状と課題－ 

















① 基本は「手作り」： 手間と時間をかけた丁寧な仕上げ 
② 原材料，技術，技法へのこだわり： 多岐にわたる複雑な工程 






















  １－２ 現状の分析について 
 以下の項目が伝統工芸産業の経営困難をもたらす要因として掲げられている。 
































  ３ アンケートの結果と分析から 









                          （2013年 8月 6日）                
アンケート調査方法・・・アンケート用紙郵送（2013年 8月 13日発送） 
            切手貼付返送用封筒同封 
アンケート調査対象・・・越前漆器協同組合所属の伝統工芸士 34名 
            内訳・・・・・・ 木地工程の職人 4名 
                     塗り工程の職人 16名 
 加飾工程の職人 14名 
回収率・・計 19名（56％）内訳・・・・・・ 木地工程の職人 3名 
                     塗り工程の職人 10名 




 瀧波 慶信 
・自分自身が技能を習得するまでにかかった，費用・時間等を，自分自身への投資




                               
                               
                               
 
・後継者確保に，有効な投資はいかにあるべきですか。 
                               
                               
                               
 
・後継者確保に，公共の果たす役割は何ですか。 
                               
                               
                               
 
・後継者確保に，学校教育に求めるものは何ですか。 
                               
                               
                               
 
・人材確保や収入確保の見通しをお願いします。 
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ありがとうございました。          ２０１３年８月 
 






































































































































































































  年毎に輸入額の増加が認められるが，特に，2013年の輸入額は大幅に増加している。 
           単位：百万円 
中国   
2009年 99,355 
2010年 104,136 
2011年    119,775  
2012年    119,944 
2013年 146,802 
       資料：http://www.customs.go.jp/toukei/shinbun/happyou.htm 






は，2008年が 890人，2009年が 555人，2010年が 559人，2011年が 1,493人とのこ
とである。団体で訪れる人もいる。（2012年 12月 25日ヒアリング。） 
さらに軒下工房の責任者である有限会社堀江漆工の堀江一男氏によると，ここ数年
定員一杯の 15人が学んでいるとのこと。なかには 13年連続で職人の技能を学びにき





















































































































 所在地  福井県鯖江市西袋町 

















































































































































































































































































































































































                    単位：人 
入館者数   
2008年 65,207 
2009年 94,656 
2010年     99,225  
2011年    102,072 
2012年 98,737 













   実際，鯖江産業ビジョン２００３として行われた結果から，漆器産業事業主年齢層
は以下のようになる。回答企業の 62パーセントが沈金・蒔絵・木地などの製造業であ
る。 
    卸・小売りを含む回答のあった全企業の事業主年齢層である。 
年齢層 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 無回答 
割合  0.0％ 4.3％ 10.8％ 33.7％ 47.6％ 3.6％ 
                      資料：鯖江産業ビジョン２００３ 
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           最近 5ヵ年の進路状況 
 
年度 
就  職 





















































２．平 成２１年７月８日（水） ８：５０～１２：３０ 
３．対象者   第１学年 １組：３２名，２組：３２名，３組：３１名， 
４組：３３名，５組：１９名 合計：１４７名 
４．見学事業所 １組 福井アシックス工業株式会社 
           アイシン・エイ・ダブリュ工業株式会社 
81 
 
        ２組 株式会社福井村田製作所 
           ギャレックス株式会社 
        ３組 東工シャッター株式会社 
           ウラセ株式会社 
        ４組 株式会社ホリカワ 
アイ・エム・エヌ株式会社 
        ５組 奥田精工株式会社 
           サカイオーベックス株式会社 
５．実施方法  ・クラス毎に，２つの事業所を見学する。 
・１つの事業所につき 60分～80分程度とする。 
６．当日の日程 
１組 ２組 ３組 ４組 ５組 
8:35～8:45 教室で SH 

































４組：三好 山野  ５組：木原 藤田 













④持参物     
・内履き（内ズック） 
































































































  （１）時 期  ７月２２日（水）～２４日（金）の３日間 







































（１）受け入れ企業開拓       ４月～６月初旬 
（２）生徒への希望職種調査     ５月中旬      
（３）企業への依頼状発送      ６月中旬 
（４）保護者同意書配布・回収    ６月下旬 
（５）保険加入手続き        ６月下旬    
インターンシップ・ボランティア活動賠償責任保険制度 
（産業教育振興中央会）に全員加入する 
（６）企業との事前打合せ       ６月２９（月）～７月３日（金） 
・「確認プリント」・手引きを使用 
・進路部員＋２年担任・副担任 
（７）生徒への事前指導（その１）   ７月６日（月）放課後 大会議室  
・担当教員より就業上の連絡等  
・「自己紹介」の清書 
（８）生徒への事前指導（その２）  ７月８日（火）ＬＨ 大会議室 
・講演会 講師 株式会社 松浦機械製作所 上村 誠氏 
（９）生徒への事前指導（その３）  ７月１７日（金）ＳＨ 各教室において担任指
導・最終注意  
（10）実施中の担当教員の巡回指導  ７月２２日（水）～２４日（金）  
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数は約 1,000名，在籍する大学の数は全国大学 33校（共に累計）になった。 活動内容は
「災害支援から未来への地域振興」へ推移し，期間も「夏の 1ヶ月間から四季を通した年
間活動」へと移行してきた。河和田アートキャンプ・プロジェクトは，地区の復興と共に


























  ２－２ ２０１３河和田アートキャンプ・プロジェクト 































































































        写真４－１５ 


























































                   表４－２ 
京都精華大学片木ゼミの取り組み（2013年 5月の取り組み） 
5月 4日（土） 
  １５：００～１７：３０  林業家にヒアリング 
  １８：００～１９：３０  入浴・・ラポーゼ河和田 
  １９：３０～２１：００  夕食 
  ２１：００～２２：３０  アートキャンプと合流 
5月 5日（日） 
  ７：００        起床 
  ９：００～       漆器職人にヒアリング 
 １２：００～１３：００  昼食 
 １３：００～       地元の住民にヒアリング 
 １６：００～       グループワーク 
5月 6日（月） 
  ＡＭ          グループワークと発表 































































































































  上記の原典はケネス・ホイト（Kenneth B.Hoyt編著）『Career Education： 



























   さらに，地元の小学校では給食食器に，地元の漆器の器を使用しており，小学生た
ちも，漆器の良さに子供のころから触れていることにより，日本文化に対する理解が
知らず知らずのうちに深まっているのではないかと語ってくれた。 
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